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研究成果概要 
 
高エネルギーガンマ線による宇宙の研究は、現在稼働中のチェレンコフ望遠鏡により、多種・多様な高

エネルギーガンマ線源が銀河系内外に観測され、宇宙線の起源、宇宙での非熱的過程、活動銀河の相対

論的ジェット、銀河間空間を満たす赤外・可視領域背景放射等の問題が解き明かされつつある。この分

野をさらに飛躍的に発展させ、かつ宇宙での高エネルギー現象に関する極めて重要な問題に明確な答え

をだすために国際宇宙ガンマ線天文台 CTA（チェレンコフテレスコープアレイ計画）の準備研究が国

際共同で進められている。過去４年のデザインスタディーを経て、これから３年間のプロトタイピング

期間の後、2015 年からの本格的建設を目指す。 

CTA-Japan(日本グループ)は、大口径望遠鏡用カメラ、読み出し回路、分割鏡の技術、試作、プロトタ

イプの試験で、他のグループを圧倒的にリードしており、これらの分野では CTA 全体の中で、

CTA-Japan の貢献への期待は大きい。また、準備研究、プロトタイピングにおける貢献は、直接的に

建設期における役割分担、ひいては、将来の観測時間の各国への配分にも大きく影響を与える。本研究

は、CTA-Japanによる準備研究を推進するものであり、日本グループが国際共同研究 CTA の中でそ

のプレゼンスを示すうえで極めて重要であり、緊急である。 

 

過去３年間の開発研究により、CTA-Japan は 23m大口径望遠鏡の開発研究に大きく貢献してきた。

CTA Consortium の中でも、焦点面検出器、読み出し回路、分割鏡の開発研究は高く評価されており、

日本への期待は非常に大きい。 

 

1) 焦点面検出器に関しては、1.5インチ光電子増倍管を浜松ホトニクスと共同開発をすすめてきたが、

高量子効率（35-45%）、高光電子収集効率(>92%)、低アフターパルスレート(2x10-4) と素晴らしい

性能が引き出せるに至った。また、Cockcroft Walton（CW）HVの開発を進めてきたが、CW-HV の

仕様が標準化されることになった。 

 

2) DRS4チップを搭載しGHzで波形記録を行なう、Dragon-Japan 読み出し回路を開発してきたが大

口径望遠鏡の読み出し回路として採用されることになった。 

 

3) 2m2 の分割鏡を三光精衡所と開発してきたが、十分な鏡面精度(<10ミクロン)とスパッタリングに

よるマルチコートにより高反射率の鏡を達成し、CTAでは高く評価され、大口径望遠鏡の鏡として標準

化されている。中口径望遠鏡の分割鏡への貢献も期待されている。 

 

4) 分割鏡を支え、方向を制御し、天頂角に応じて理想的なパラボラ面を作るためのアクチュエーター

のデザイン、開発を開始している。 
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